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呼 吸 消 費 量 を 考 慮 し た M e l a s t o m a marabatricum の 性 配 分 比
鴨 井 環 ・ 演 本 恭 子 ・ 田 中 憲 三 ・ 百 瀬 邦 泰 ( 愛 媛 大 学 農 学 部 )
こ れ ま で 、 の 植 物 の 性 配 分 に つ い て の 論 文 の 多 く が 、 繁 殖 コ ス ト を 乾 重 で 評 価 し 、 論 じ て
き た 。 し か し 、 繁 殖 器 官 は 成 長 や 維 持 の た め に 呼 吸 を し 、 グ 、ル コ ー ス を 消 費 し て い る 。
こ で 、 繁 殖 器 官 の 呼 吸 量 を 測 定 し 、 呼 吸 コ ス ト も 含 め た 性 配 分 に つ い て 考 察 す る 。
調 査 は 4 月 下 旬 か ら 3 ヶ 月 間 、 マ レ ー シ ア 、 ラ ン ピ ル 国 立 公 園 に て 、 M . m a r a b a t r i c u m を
用 い て 実 施 さ れ た 。 M . m a r a b a t r i c u m は 動 物 媒 の 両 性 花 植 物 で 、 一 年 中 繁 殖 を 行 う 。 繁 殖 器
官 の 呼 吸 量 は 光 合 成 測 定 装 置 ( L I - 6 4 0 0 ) を 用 い て 測 定 さ れ 、 測 定 さ れ た 繁 殖 器 官 は 乾 燥 さ せ 、
重 量 を 測 定 し た 。 ま た 、 繁 殖 器 官 の 成 長 ス ケ ジ ュ ー ル と 繁 殖 器 官 の 生 存 率 を 調 べ る た め に 、
毎 日 、 寸 法 ( 縦 、 横 の 長 さ ) を 測 定 し た 。 ま た 、 繁 殖 し て い る 個 体 の 地 ぎ わ 直 径 、 樹 高 、
そ し て 毎 日 個 体 の 繁 殖 器 官 数 を 繁 殖 の ス テ ー ジ ( つ ぼ み 小 、 中 、 大 、 花 、 実 小 、 中 、 大 )
に 分 け て 数 え た 。 最 後 に 、 各 繁 殖 ス テ ー ジ 2 0 個 以 上 の 繁 殖 器 官 を 集 め 、 寸 法 と 乾 重 を 測 定
し た 。
実 大 を 除 き 、 繁 殖 ス テ ー ジ の 呼 吸 量 は そ れ ぞ れ 温 度 に 依 存 し て い た 。 ま た 、 実 小 と 実 中
に は 、 有 意 な 差 が 見 ら れ な か っ た の で 、 1 つ に ま と め た 。 呼 吸 量 は 消 費 さ れ た グ ル コ ー ス
量 と し て 変 換 さ れ 、 繁 殖 ス ケ ジ ュ ー ル
で の 1 日 の 繁 殖 コ ス ト を 図 l に 示 し た 。
呼 吸 量 は 全 繁 殖 コ ス ト の 3仰 を 占 め
て い た 。 ま た 、 各 個 体 の 地 ぎ わ 直 径 と
1 日 に 繁 殖 に 投 資 さ れ る コ ス ト を つ
ぼ み か ら 花 ま で ( 雄 機 能 ) と 実 ( 雌 機
能 ) と に 分 け た も の と の 関 係 を 図 2
に 示 し た 。 こ の 2 つ の 直 線 に は 有 意 な
傾 き の 差 が み ら れ な か っ た 。 つ ま り 、
M . m a r a b a t r i c u m で は サ イ ズ に 関 係 な
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図 1. 繁 殖 コ ス ト
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く 、 同 じ 割 合 で 資 源 を 配 分 し 、 雌 機 能
よ り も 雄 機 能 へ の 配 分 が 多 か っ た 。 一
般 的 に サ イ ズ に 依 存 し て 雌 に 偏 っ た
資 源 配 分 を 示 す こ と が 報 告 さ れ る が 、
こ の 研 究 で は 異 な る 結 果 と な っ た 。
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